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IPv6導入背景

IPv4ネットワークの問題
インターネット規模拡大によるアドレスの枯渇

CIDR(Classless Inter Domain Routing)
プライベートアドレスの利用

機器の設定が複雑
接続性が満たされない（NAT越え問題）

IPv6ネットワーク
広大なアドレス空間(3.4*10^38)
エンドツーエンド通信が可能
機器の設定が楽（アドレス自動生成）
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IPv6アドレス構造
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ユニキャストアドレス

ユニキャストアドレス
IPアドレスを持つインタフェースは1つだけ存在し、1対1の通信に使
われる

ユニキャストアドレスの種類
グローバルユニキャストアドレス

どこでも利用可能なアドレス

リンクローカルユニキャストアドレス
同じリンク内でのみ有効なアドレス
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マルチキャストアドレス

マルチキャストアドレス
同じアドレスを持つインタフェースが複数存在し、その全てに届けら
れる

マルチキャストアドレスの種類
全ノードマルチキャストアドレス

アドレス変更の通知
プレフィックス情報の通知

全ルータマルチキャストアドレス
プレフィックス情報の要請

要請ノードマルチキャストアドレス
重複アドレスの検知
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エニーキャストアドレス

エニーキャストアドレス

同じアドレスを持つインタフェースが複数存在し、
ルーティングプロトコルに応じて1つのインタ
フェースに送られる
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IPv6パケットフォーマット

IPv6ヘッダ

パケット転送に関する情報

拡張ヘッダ

必要に応じて、その他のオプション情報を付加

ペイロード

実際に転送するデータ（上位層のヘッダを含む）

IPv6ヘッダ 拡張ヘッダ ペイロード

固定長（40オクテット） 可変長 可変長



IPv6ヘッダ

バージョン
IPバージョンを表す

トラフィッククラス
IPv6パケットの優先度などを
識別

フローラベル

ルータに特別な扱いを要求
するラベル付け

ペイロード長
IPv6ヘッダに続くペイロード
長

次ヘッダ
IPv6ヘッダの直後に続くヘッ
ダのタイプ

最大ホップ数
ルータの転送回数の制限

送信元アドレス
パケットの送信元アドレス

宛先アドレス
パケットの宛先アドレス
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拡張ヘッダ

拡張ヘッダはIPv6ヘッダに含まれていないオプショ

ン情報が含まれ、オプション情報が必要ない場合、
拡張ヘッダは付加されない
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IPv6ヘッダ ペイロード

ホップバイホップオプションヘッダ

ルーティングヘッダ

フラグメントヘッダ

AH
ESPヘッダ

終点オプションヘッダ



ステートレスアドレス自動生成

ステートレスアドレス自動生成

IPv6ノード自身がルータからの情報を受け取り、自動的
にアドレスを生成する

アドレス自動生成にはICMPメッセージを利用する

手順

プレフィックス情報の取得

アドレス自動生成

重複アドレス検出

アドレスの割り当て
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ステートレスアドレス自動生成

プレフィックス情報の取得

ホストはルータ要請メッセージを送信し、ルータからのル
ータ広告メッセージによりプレフィックス情報を取得する
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プレフィックス情報 インタフェースＩＤ

プレフィックス情報
0123:4567:89ab:cdef

MACアドレス
0018:f303:f5a9



ステートレスアドレス自動生成

プレフィックス情報の取得

ホストはルータ要請メッセージを送信し、ルータからのル
ータ広告メッセージによりプレフィックス情報を取得する
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0123:4567:89ab:cdef インタフェースＩＤ

プレフィックス情報
0123:4567:89ab:cdef

MACアドレス
0018:f303:f5a9



ステートレスアドレス自動生成

アドレスの自動生成

ルータ広告で受信したプレフィックス情報と自分で生成し
たインタフェースIDを組み合わせ、アドレスを生成する
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プレフィックス情報
0123:4567:89ab:cdef

MACアドレス
0018:f303:f5a9

EUI-64フォーマット

インタフェースID
0218:3ff:fe03:f5a9

0123:4567:89ab:cdef 0218:f3ff:fe03:f5a9

仮アドレス



ステートレスアドレス自動生成

重複アドレス検出

自動生成したアドレスが重複していないかの確認を行う

重複していなければアドレスは実際に利用できるようにな
る
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0123:4567:89ab:cdef 0218:f3ff:fe03:f5a9

推奨アドレス

プレフィックス情報
0123:4567:89ab:cdef

MACアドレス
0018:f303:f5a9

EUI-64フォーマット

インタフェースID
0218:f3ff:fe03:f5a9



IPv4との相互接続
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IPv4ネイティブ接続 トンネリング接続 IPv4/IPv6
デュアルスタック接続



トンネリング

6to4
IPv4ネットワークの中で孤立しているIPv6ネットワークの
接続性を提供する技術

6to4の長所と短所
導入が容易

グローバルIPv4アドレスを

持っていれば、IPv6ネット

ワークに接続できる

伝送効率の低下
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トンネリング

6to4のアドレスの取得

6to4用に2002::/16である16ビットのプレフィック
スを割り当てている
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2002 グローバルIPv4
アドレス

サブネット
ID インタフェースID

16ビット 32ビット 16ビット 64ビット

6to4用に割り当てられた
プレフィックス

ルータに割り当てられた
IPv4アドレス

ホストがMACアドレスから
自動生成

ルータが割り当てる
サブネット



トンネリング

6to4による通信

通信相手がIPv6ネイティブネットワークのホスト
である場合は、6to4リレーにパケットを転送する
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トランスレータ

トランスレータとは

プロトコルやパケットをそれぞれのネットワークで理解でき
る形に変換しながら、双方の通信を行う技術
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IPv6パケット データ

IPv4パケット データ



以上
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